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脚 下におけるアスキゾサム5,にたいする致和鞘も摘
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にしりうるが,なお正舵なる岬IjElをなすために mjs.q

(1035)によってしめされたつぎの武を･もち早で ズL'-

を宵易ならしめたいとお屯う｡
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ここで boは比較すべき2つの回帰軌のcol一山h-erlI,で,

そあ他の数他 恵すべて蛋断機 にすJC:.にしろLである0

1,2融 ヒ摸すべきtl'っの阿慣蚊を意味する｡ がliは

positlOnaに開する x2の楢で'.L2bはslopebに

かんする が の僻であって,こ墾 たゝつをあわせた
がa十A杓 の値が - 2としたときB}･tJ別 より大きか

ったLl),着意が担P,主 0.05 Iこ お い γこ 2 着 の 閑 に 差 が

あるとみなし,5.鮒1よL) も も い さ か っ た ら 差 異 は な

いものとかんがえるの<r:ある0

･･節2.鋼経と同株奉報に如いてもプtJビアl単位
忙変換した致死率と時間の境数との欄僻むもと
める忙あたって,伴食上薬威-致死率渦潮の計

算ガ綾な液相L,それによってもとめられた数
倍を基擬忙しで以後の考察む紬こなっているが,

これ拭放密Eq:ほ正しい方汝でない0時間-致死

率的楯の新車方法によるのrfT,正賞であるO
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号 FT芯 蒜 ｢

動力しか発揮してい

みいことふ この場

合 73cmtLmite にE身

には昆虫体から水分

を部耳かヨーもカがまい

0･135=)1 ならないようである

兼のお)ちわれる濃程

0.白雨Ei7 に輿 ､てみ かる昆J
O.nTr)-H

呂:認 芋 虫極上のAlげaSi｡n
r は,触紛糾本の混虫

に お い で も , 一十部 に 無 処 理 榔 !試区に.くらペて銀杯日数 一 にたいする有磐作肝であって致死の虫原閏をなすも

が み じ か ( , か つ そ の 差 に 執 計 欝的研 摘酢がみられ であるとする Ⅰ)I-iscoe(ltは.'3), Parkin.(lfJ魂 ,

る こ と は , Zacher 効 果 が 伸 水 餅 軽米にのみに基調し ∴Aleh,anderctal.(柑44a,1',C), Wigglesworth

鞍 て ひ き加 こ さ れ る も の で な い こ とをも怒昧しているo Jぽ(lE舶 a,.1糾5,1朋6,1Eは7), Kalmlは (L臼4弘

そ の 間 に あ っ て は 第 1報 に も し る 蟻 ように,横槍粘 T3calment(拙 さ)もの単離 竣肋に却導され イ

ーJr 88 i



飴 血 科 学

分喪失はこのためにおこるこ二次的の致死過程で,微粉

朋 L招 くのす囲 Jでは怨いとしなければならないこそL

PでZacherAKunike(193L),王子(-ckeny(,suL133),

仁.crmei.(川Lrf(;),Zachef(1937a,1)),Chin(I.(7.3n

a,7')および長沢 (lt)47)らのい う微粉の潜水仰抹ま,

ニここ如勺におこる致死のriI潤 であるとこの域合ほかんが

えるべきであろうo

(三i)雌雄抵抗性の相違

峨相加こ比して Zacher動兼に対する抵抗性がた

鰐 川班

でも致和動恥を発揮することをしめしたO(雛4,5衣)

(t'3)しかしながらふたつの he11t('nitc が しめした

致死効輿の程度には,締 悼 的に有意の差をみいだす

ことができなかった(姉(j養 )O 永分を多甜 こ吸映す

や 7)entm-ite も,こうした性符を あま りもたない

hcnltmiteもと射こき泊 じ掛 物 力しかもたないこと

は,域粉の致死イ棚Jは微粉そ川三l体の有する恥永仲川

に屯とず くもめではないとかんがえられるO

(4)いわゆる不活性物bL:'f槻粉の亀城こたいする致柁

T a7)1eア･ がtestfo】･thedi･scrcpancybetweenthc托greSSi()nlines

fittcdt()femaleandmale.qerics.

lミeiativehumiclitvb,. F がLi 壬 がb

作用の三‡三択榊は,
このニーとから機籾

粒Lf･め昆虫休に'お

がrl+那,I EnE P,. よはす め∫si州

かいことは,すでに先報までにしろLできたが, 2,三i

脚こおいではその'.VL-W学L'J't,"軸 をすることなく,専横

を簡勝こしるしただ軒 ごあったO さ きに し るし た

Ⅰ川S.qの式によりはこしかな数値をしめすことによって

この事実をここに証明 しておくこととするQVolciay

ぉよぴ PantherCrcekもentoniteにたいす る雌嘩故

紙性の追放と,無勉迎対幅捌 こおける生存 日数の差HLi･

を畔 禅 的に吟味した結果札 第7韻のごと(すべて

有意であるとすべき数値がえられたOすなわち雌凝 畔

よりも槻粉粒子の宥割 瑚 Jにたいする親杭性がたか(,

また,臼′闘 犬髄におけるfT:-_存 日数も,棚の方が雄よL-Jl

も大きいことがわかるO /

VI.摘 婁

(1)この実像にもちいたVolclayおよび Pitnther

Creekふたつの 13entOniteは, まったく相反する性

質むもつでいるO前著はなかに Naをおゝくふ(み,

大漁の水を吸収 していちぢるL(膨潤し,水一軒モなが

く懸濁する'O､これにたいして後者はC諒を多鹿に離 .1･

し,水 分を吸収する姥倉はす くなぐこ,あまE)膨満せ

粟 水車こおいでもすみやかに沈澱するO膝 丈掛

(之)このふたつの.lJentoniteの粉末(325mesh以

上)のアズキ1Jtl.>ム叫こおいする致死劫凝 懲 ･線牒

抑C,関係温掛100,91,73お人よび氾%の塊叢轟件

下で究明した｡その結果両者と亀いずれの噛倉におい

帝は時間の実数にたい して,裾線的な開旅をしめし

これらふたつの bentoillte の:机卑作用にたいする抵

挽触忠,灘どfq)も鞭のカが大きいことは綿とおなじで

あるo
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(E･棚 )-聖 Perilnenti;i2:1-ユ4･(J{tli7)-Pl-(､C･
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(Lnri77,)-ZooL Anz･10:ヨ舶-27L

Zncller,F.氏 II.tlnike,G.(1舶1)-Arl).ReliGhs-

即1St･,LantトIl.ForstlVirtsch･18:20ト3:汁.

ZwbrlLlC"･,W･(1033 )-Zcit･ Iln畠~ew･Ⅰ･:llt･9:胡T-
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R･‡sumi

V｡khyislm｡mln占〝細dium I:entonitc〝.Tlnrも

Wy｡min計Sutltlln油(ltnre郎oJl'i･sthelar耶St

placeof1)r(北Iucti(ln;PallthcrCreekis〝calcium

学 節 16敏

7)entonite〝 nlldisproducedmainlyinAJissis,

sIPplrCgion･ThefornlCrabsorbsalargeqtlaT卜

tity of wilter, SWelling cllOrmOuSlyin the

IJrOCeSS,andremaining-inslユSpenSionin thin

wateJ.亡lispcrslOn,andthelatterabsorbsonly,

S的 htlymorewateユ･thanordinaryplasticclayB

orftlllel･′scarths,ayndlJeingpracticallynon･ ･

gcl-romping anrl non-sl1SPCnding in water,

'n:esetwo〝incrt〝1〕cnLonitcs,,Iwhelやtsprinkled

asdusts(325mesll), affectdeLinitel,vLletllal

tothe てldtlltofthea2:ukibeanweevil,Calloso-

bJ.Lichus cfLz-nmsis L Tlle experimentswere

carried (Jutunder the co7lLqtanttemPCraturC

()E.f30コC and180,91,73,52/0/O'relativehumidi-

titLg.Thetilll C-mO]･talitydatawerestlmmCrized

lJVthepr｡bittmnsf()rmationmethodof乃liss.

PrhemedianleHlaltimeoEthesetwolJentonitc

t｡theaztlkiI)eこInlVCC＼rilinallcLISeSOfsexdiff c r-

cnccanJrelLlti-,ellllmiditiesthrouB-houtnlay

lっe】tegardeユ as】10thetcrogcncollsly withinthe

randolllSaml)】inLq-error.Itiseく)nSideredfrom

theLqerest-itstl-attileimeCtiskiHcdprln中

i);AllylJythealJ】･adingactionofthedtlS七･

ObservationsontheaispeTSionoftheRice-Borer Lal.Vac.Yl頑 Mry一血 )rllO㌔
ReCCivcdFcわ.,23,1951.Boiyu-KtlgahlF16:40,1帽上(WithEnglishJ･L{stlm9.

7.9化幌虫の欝 糾 ヒ期幼虫の分散* 営本裕等*焚(京都大学曲学部品虫部研究由

2(i.2.23受理

私は兜に第2化期の望化供出に関る宿の披蜘こつい

て矧 !.-･したがい,恥 こ批npr随 について窮 2化糊の 2

化供出助虫の分散が,開場でどの将に行われるかが謂

嬰な.配cllある邪を考え,=三の鋼敷浪に考察を試みたo

I 嗣 撃 方 津

木調改ま元にJf,LfE楢の行った2化瞬虫による指の捌 女

に関する報野と淡行して行ったものであって,捉つi:

粥駿区の設嵐 排憧駄 作軌,気豹状況等について.-I_T,

それを劇現していただき掛 ､｡

2弗蚊虫の分散状況の調査にほ,糾取区よlj桐を昭

次に日を泊って十億 数だけ我き採:),墨を割って2化

駅虫幼虫の有無,幼虫散,弼巾の最大イ躍至抱 記銘し,､
その紙取よ()-既した分散経過鋸位慮しようとしたく)

叉他方最後まで撰粧した試験区についてはナ∴披吾鯉 の

出現状況哀感藤調査し,潤 の方比の助とした｡

日 蝕昏糞の出現と増加

被奮発の詣単にともなつで拭現し簡加する状態を妨

1逆毛に成す.碍2化用の射b供血幼血は卯より酵化す

,40

をと,その大部分のものは卵の盗みつけられた斐 (母

塞)に報って喰い込む｡1卵塊より贈った幼虫が,初

めて宿の蜜に喰い込むとき,発散して敷革の蟹に喰い

込むこともあるらしいo私の調査したBO例の-糾こ,押

化ヤ垢 の幼虫が 2斐以上に喰い入ったと.Bit.われ蕪もの

が5例見られたOその内の叩 けは3輩に喰い入っているD

しかし,此の5例の中3例は,2本以上の丑に喰い入

った形跡は認められたが,喰い入った幼虫笹田避のみ

に比布していたo故に.1姉2化制の2化摂血によっこ

掴化慌甜 こ出現する被害執ま殆んど企てが柑饗がjJつ

て,1卵塊当[)ユ蟹の'TM.埴 =:が地ずるのが普通である

*京都大学盛挙部品数学研究賞米紙解1鮎 骨

不調薯a:行うに等って,御指執 御統閲を脇つ
取内田俊郎教授 ,問壕について個食を長見られ兜
銀河Ljl数軌 ~稲田胸筋教授,植木邦和の締氏並び
に′,河野通郎氏始め漬都大学膜学部鹿虫学折死域
の各散の御協力に附 して問い感謝の窓を抑こした
も､.

*ホ粗衣は香川鹿科大学植物体趣撃改革


